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「
ソ
ト
」
か
ら
見
た
お
お
あ
ら
い
で
は
、
各
界
で
ご
活
躍
の
方
々
か
ら
大
洗
に
つ
い
て
の
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
す
。

Vol.69

大
学
を
卒
業
し
酒
造
業
を
継
い
だ
頃
、
水
戸
市
の
ウ
イ

ス
キ
ー
バ
ー
「
ア
ン
バ
ー
ハ
ウ
ス
」
の
故
滝
島
信
臣
さ

ん
に
、
敏
ち
ゃ
ん
も
日
本
酒
だ
け
じ
ゃ
な
く
世
界
の
酒
を

見
聞
し
た
方
が
い
い
よ
と
勧
め
ら
れ
、
滝
島
さ
ん
、
水
戸

で
酒
販
店
営
む
飛
田
史
男
さ
ん
な
ど
総
勢
10
名
ほ
ど
で
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
ウ
イ
ス
キ
ー
の
旅
に
出
た
。

当
時
は
航
空
機
の
航
続
距
離
も
短
く
ロ
シ
ア
上
空
が
飛

行
で
き
ず
ア
ラ
ス
カ
・
ア
ン
カ
レ
ジ
経
由
の
16
時
間
も
の

長
旅
。
ロ
ン
ド
ン
到
着
、
飛
行
機
を
乗
り
継
ぎ
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
へ
。
首
都
エ
ジ
ン
バ
ラ
か
ら
ネ
ス
湖
畔
の
イ
ン

バ
ネ
ス
ま
で
蒸
留
所
を
め
ぐ
る
ハ
イ
ラ
ン
ド
ト
レ
イ
ル
で

あ
る
。
最
初
の
訪
問
は
、
高
名
な
グ
ラ
ン
ト
一
族
の
所
有

す
る
グ
レ
ン
フ
ィ
デ
ィ
ッ
ク
蒸
留
所
。
愛
く
る
し
い
ウ
イ

ス
キ
ー
猫
と
見
事
な
庭
園
、
そ
し
て
巨
大
な
ウ
イ
ス
キ
ー

蒸
留
設
備
に
圧
倒
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
各
地

を
転
々
。
ウ
イ
ス
キ
ー
工
場
の
み
な
ら
ず
、
英
国
王
室
の

ウ
イ
ン
ザ
ー
城
、
そ
し
て
ネ
ス
湖
と
続
き
、
終
了
す
る
こ

ろ
に
は
、
す
っ
か
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
虜
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

念
願
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
再
訪
は
、
１
９
９
２
年
６
月
。

最
初
の
旅
は
、
と
に
か
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
楽
し
さ
を

満
喫
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
歴
史
の
探
訪
と
、
さ
び

れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
訪
問
で
あ
っ
た
。
さ
び
れ
た

と
表
現
し
た
の
は
、
英
国
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
下
の
抑
圧

に
よ
り
、
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
の
販
売
が
激

減
し
、
多
く
の
蒸
留
所
が
閉
鎖
。
そ
ん
な
斜
陽
な
業
界
を

見
る
こ
と
が
自
分
の
置
か
れ
た
日
本
酒
業
界
の
行
く
末
を

考
え
る
材
料
に
な
る
か
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

旅
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
ス
カ
イ
島
の
訪
問
。

１
７
４
６
年
最
後
の
王
子
が
フ
ラ
ン
ス
亡
命
し
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
独
立
が
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
亡
命
の

手
引
き
を
お
こ
な
っ
た
貴
族
フ
ロ
ー
ラ
マ
ク
ダ
ネ
ル
と
王

子
の
ロ
マ
ン
ス
の
舞
台
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
西
部
の
人

口
数
千
の
漁
村
ス
カ
イ
島
で
あ
っ
た
。
今
は
、
ス
カ
イ
ブ

リ
ッ
ジ
に
よ
り
本
土
よ
り
車
で
簡
易
に
訪
問
で
き
る
島
で

あ
る
が
、
当
時
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
本
土
か
ら
イ
カ
ダ
状

の
ボ
ー
ト
に
車
を
乗
せ
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。
ボ
ー
ト
が

ス
カ
イ
島
に
到
着
し
、
５
分
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
る
と
、
島

最
大
の
ポ
ー
ト
リ
ー
の
町
で
あ
る
。
そ
の
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
が
、
最
後
の
王
子
の
ボ
ニ
ー
プ
リ
ン
ス
と
、
フ
ロ
ー
ラ

が
最
後
の
夜
を
過
ご
し
た
場
所
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
翌
朝
に
は
、
漁
港
の
探
検
で
あ

る
。
ロ
ブ
ス
タ
ー
、
タ
ラ
な
ど
の
魚
が
沢
山
並
べ
ら
れ
て

あ
り
、
ま
さ
し
く
日
本
と
同
じ
漁
港
の
姿
で
あ
っ
た
。
思

え
ば
、
や
ん
ち
ゃ
だ
っ
た
中
学
の
頃
、
生
ま
れ
育
っ
た
那

珂
町
は
町
営
プ
ー
ル
が
一
か
所
あ
る
の
み
。
仲
間
た
ち
と

20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
自
転
車
で
大
洗
に
海
水
浴
に

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
見
た
漁
港
の
景
色
・
潮
の

香
り
を
思
い
浮
か
べ
る
漁
港
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ス
カ

イ
島
に
は
、
有
名
な
ウ
イ
ス
キ
ー
「
タ
リ
ス
カ
」
が
あ
る
。

海
の
幸
・
潮
風
が
薫
る
ウ
イ
ス
キ
ー
、
そ
し
て
語
ら
れ
る

歴
史
の
人
々
。
ス
カ
イ
島
は
自
分
の
中
の
世
界
で
最
も
好

き
な
街
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
何
か
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
新
た
な
事
に
挑

戦
し
な
い
と
、
い
ず
れ
家
業
の
日
本
酒
だ
け
で
は
厳
し
い

時
代
が
や
っ
て
く
る
。
そ
う
だ
、
い
つ
か
は
ウ
イ
ス
キ
ー

を
自
分
で
つ
く
っ
て
み
た
い
。
そ
ん
な
夢
を
抱
い
た
の
で

あ
っ
た
。

さ
て
、
話
を
大
洗
へ
と
。

夢
の
中
の
大
洗
の
海
辺
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
。
天
然
岩
牡

蠣
に
は
、
バ
ー
ボ
ン
樽
で
熟
成
さ
せ
た
バ
ニ
ラ
の
風
味
の

カ
ス
ク
ス
ト
レ
ン
グ
ス
。
焼
き
蛤
に
は
、
甘
み
際
立
つ
ラ

ム
樽
熟
成
5
年
物
。
天
然
ヒ
ラ
メ
の
昆
布
締
め
に
は
、
米

を
使
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
の
ハ
イ
ボ
ー
ル
に
、
レ
モ
ン
を
添

え
て
。
鮟
鱇
料
理
に
は
、
Ｐ
Ｘ
シ
ェ
リ
ー
樽
の
ス
ト
レ
ー

ト
。
最
後
は
、
大
洗
の
新
鮮
い
ち
ご
と
、
地
元
で
焙
煎
さ

れ
た
コ
ー
ヒ
ー
と
ウ
イ
ス
キ
ー
の
ホ
ッ
ト
カ
ク
テ
ル
。

こ
こ
に
は
、
漁
港
と
豊
か
な
海
の
め
ぐ
み
が
あ
る
。
潮

風
を
感
じ
る
ウ
イ
ス
キ
ー
を
造
れ
る
場
所
も
あ
る
。
語
る

べ
き
偉
人
達
も
た
く
さ
ん
い
る
。

ま
さ
し
く
自
分
に
と
っ
て
の
ス
カ
イ
島
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
。

略
歴

１
９
６
３
年
９
月
14
日
茨
城
生
ま
れ
。
１
９
８
６
年
上

智
大
学
理
学
部
卒
業
、
同
年
木
内
酒
造
合
資
会
社
入
社
。

現
在
、
株
式
会
社
木
内
酒
造
１
８
２
３
、
木
内
酒
造
株

式
会
社
、
株
式
会
社
木
内
の
蔵
の
代
表
取
締
役
社
長
を

務
め
る
。

財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
評
議
員
。
財
団
法
人
茨

城
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
副
会
長
。

木

内

敏

之

木
内
酒
造
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
社
長
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